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○湯　布　院　例　会…１２月３日（木）19：30～21：30

○昼の大分例会…１２月５日（土）13：00～16：30

○別　府　例　会…１２月５日（土）19：00～21：00

○豊後大野例会…１２月１０日（木）19：00～21：30

○津　久　見　例　会…１２月１１日（金）19：00～21：30

○夜の大分例会…１２月１８日（金）19：00～21：30

○アンダンテ星の会…１２月１３日（日）10：00～12：00

おね

が い
●感想・体験　●伝えたい情報

●その他不登校に関すること

＜メール＞toiawase@hoshinokai.net
＜ＦＡＸ＞　０９７２－２４－３５５７

原稿は、FAXかメールでお寄せ下さい。掲載の際に匿名・イニ

シャルなど希望する場合は、そのことを書き添えて下さい。

原稿をお寄せ下さい 寄付の募集

郵便振替

＜口座記号番号＞　01710-8-142651　
＜加入者名＞　不登校を考える星の会

例
会
の
予
定

会報発送作業
■11月２６日（木）14：00～
■ジョイフル米良店
■お尋ねは河野
（080-5272-9360）まで

活動を継続・発展させていくために寄付や切手等の寄
贈をお願いしています。力をかして下さい。尚、寄付

・寄贈していただいた方は会報
で紹介させていただきます。

例会で

話題に

なったこと

④

寄付のお礼 甲斐かおる様より、ご寄付をいただきました。ありがとうございました

不登校リレー講演会
in　臼杵市

＆大分市

■「親の体験に学ぶ」のお母さんのお

話は、本当にズンと心に響きました。

こんなお話を先生方に聞いてほしいと

思いました。教員として、どんな考え

方や見方をすれば良いのかが、この会

に来ると見えてくるように思います。

☆等身大の自分の体験を、背伸びせずに（分

かったふりをせずに）素直に語るだけ…。

その体験談に真剣に耳を傾け、真正面から

受けとめて下さる先生がいたことに、私た

ち星の会も力をいただきました。教師と親

が互いを尊重しながら手をつなぎましょう。

子どもの社会的自立を願って。

■子どもが不登校になった時、私自身す

ごく追い込まれていました。星の会に出

会って、共感してもらえる場所ができ、

自分が安心すると子どもも笑顔がでるよ

うになりました。「よりそう」っていうの

はなかなか難しいものもありますが、自

分なりによりそっていけたらと思います。

☆子どもに笑顔が戻って良かったですね。よ

りそうとは自分の価値観を横に置くことです

が、それはなかなか難しいですよね。マニュ

アルはよりそう演技で、子どもは本当の意味

では楽にはなれません。実感を伴う「本気」

を一緒に見つけていきましょう。

参加者の声

■…参加者の声　
☆…加嶋のコメント

親の笑顔が子どもの安心

会報発送ボランティア募集中

■ここ数年、不登校に関する相談が本当

に増えています。今日の講演を聴いて、

本当の意味でのよりそうこと、関わり方

の大切さを知りました。今までありきた

りの言葉のかけ方や励ましの言葉を口に

していることに気がつきました。

☆きっと、一生懸命に子どもの言葉に耳を

傾けておられるのだと思います。不登校の

子どもが苦しいのは、学校に行けないから

だとは限りませんよね。生きていることそ

のものが苦しい時もあります。これからも、

子どもの心のこえに耳を傾けて下さい。

■自己肯定感。講演を聴いた時は納得し

て帰るのですが、日々の生活の中で忘れ

てしまい、悩んでしまう時があります。

子どももそうですが、一人で抱え込まな

いで、もっと人に頼り楽になろうと思い

ました。

☆親は揺れて当然です。目の前の子どもが荒

れたり、ゲームにのめり込んだり、ひどく落

ち込んだりするからです。そんな時は、もっ

と頑張るのではなくて、自分の思いを誰かに

聴いてもらうことです。そして、「私なりに

頑張った」と自分を許し抱きしめることです。

■人間になるには、決められた方法はな

く、自分で掴んでゆくものだと感じまし

た。大変参考になりました。

☆おっしゃる通りです。人は誰かに自分

の思いを聴きとられることで、初めて人

間になると思います。自分を発見するこ

とができると思います。孤立しないで、

居場所を見つけて下さいね。

同伴登校を考える

　5月の中頃、子どもの手をひいたお母

さんが、家の前を歩いて行きました。厳

しい表情の親と、下を向いた男の子。そ

の様子から「きつそうだなあ」と感じま

した。「学校に行きたくない」とは言っ

ていませんが、その歩き方から子どもの

心のこえが聞こえてきそうです。

　星の会の例会でも、「同伴登校」が話

になりました。

　行きしぶりをしている子どもが、「お

母さんと一緒なら学校に行く」と言われ、

同伴登校を始めます。しかし、朝の慌た

だしい時に、子どもが学校に行く準備は

思うように早くしてくれません。「早く

しなさい！」と言うけど、グズグズして

しています。時間はドンドン過ぎて、仕

事に間に合わなくなりそうです。

　こうした時は、親はとても苦しいです。

怒りたくなりますが、それをグッと我慢

して子どもによりそう毎日。

　「もう、学校を休んでも良いよ。」と言

ってあげたいけど、それでは子どものた

めになるかどうか。「お母さんと一緒な

ら学校に行く」と言っているし、学校に

行けば楽しそうな様子が見えるからで

す。

　大切なことは、子どもの心に耳を澄ま

すと言うことです。子どもの心の声を聞

こうとしながら同伴登校するのか、とに

かく学校に連れて行くのかは、ぜんぜん

違います。嫌がる子どもの手をひっぱっ

て同伴登校をするのは、子どものためと

言うよりも親のためであり、後のことを

考えても良いとは言えません。

　しかし、「学校に行きたいけど、一人

では行くことができない。だから、一緒

に行って」と言うのであれば、子どもの

心のこえを聴きながら同伴登校をするこ

ともありでしょう。その時間の流れの中

で、子どもがどうしたいのかが見えてく

ると思います。

　そのためにも、親は笑顔で子どもと手

をつないでほしいです。星の会で様々な

思いを言葉にして、自分の気持ちを楽に

してほしいです。そうすれば、子どもの

声なき声も聞こえてくる…と思います。

～子どもの心のこえに耳を澄ませて～


